
 

遠野市長記者懇談会（令和元年 10 月 28 日） 発表項目 
 

 

■日時 令和元年10月28日（月）17：00～18：00 

■場所 あえりあ遠野 こぶし 

 

 

 

【発表項目】 

１ ホップの里からビールの里へ(ＴＫプロジェクト)について （資料No. １） 

 

２ 令和２年度遠野市総合計画の取組みについて （資料No. ２） 

 

３ 高校魅力化市民フォーラムの開催について （資料No. ３） 

 

４ 高校生海外派遣交流事業「台湾研修」について （資料No. ４） 

 

 

 

 

今後の主要行事、お知らせなど 

(1) シンポジウム 重要文化財曲り家千葉家から創る未来－世紀の大修理その後を考える－の 

開催について（ お知らせNo. １ ） 

(2) 第１０回記念 遠野市郷土芸能大共演会の開催について（ お知らせNo. ２ ） 

(3) 第１６回市民健康講座・いわて地域包括ケア推進セミナー2019 について（ お知らせ No. ３ ） 

(4) 令和元年度遠野市立博物館企画展「小島功原画展」の開催について（ 別添チラシ ） 

(5) 第１４回遠野市民芸術祭の開催について（ 別添チラシ ） 

(6) 岩手中部クリーンセンター施設見学会について（ 別添チラシ ） 

(7) 遠野市民センターバレエスタジオ第４２回発表会の開催について（ 別添チラシ ） 



 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 

ホップの里からビールの里へ(ＴＫプロジェクト)について 
 
【発表の要旨】 
  日本一の栽培面積を誇る遠野市の地域の宝「ホップ」を最大限に活用したま

ちづくりを栽培農家、市内外企業、行政が一体となり、遠野が新たなビアカル
チャーを醸成し世界に発信していく。 

  また、高齢化と担い手不足対策により、減少傾向にあるホップ生産を今後も
持続可能な産業として体制整備に取り組んでいく。 

 
【発表の内容】 
１ ビールの里づくり（ＴＫプロジェクト）概要 
   平成１９年から遠野市、遠野ホップ農業協同組合、キリンビール㈱で発足。

ホップ生産を通し、それぞれが保有する資源、組織等を生かしながら地域振 
興を図っている。 

現在は、ＪＲ東日本盛岡支社、花巻農業協同組合、上閉伊酒造㈱、㈱遠野醸
造、ＢＥＥＲ ＥＸＰＥＲＩＥＮＣＥ㈱、遠野市民、クラウドファンディング
によるファンも取り込みながらイベント、商品開発や持続可能な施設整備や後
継者対策に幅広く取り組んでいる。 

 

２ 今年度の主な取り組み 
通年 関係機関との持続可能なホップ生産に関するワーキンググループ開催 
５月 ホップによる市内グリーンカーテン設置 
６月 キリン㈱ＣＳＶ戦略部による遠野市内での社員研修 

キリンビール㈱岩手支社 一番搾り岩手に乾杯プロジェクト 
 ７月 ホップ畑での生き物観察会（環境調査）  
 ８月 市内小学４年生によるホップ畑及び乾燥施設見学 
    遠野ホップ収穫祭 2019 開催 12,000 人参加 

９月 キリンとれたてホップ一番搾り生ビール初仕込み式（仙台工場） 
10 月 横浜オクトーバーフェスト 2019 への出店 

    フレッシュホップフェスト ウィーク in 遠野開催 
キリンとれたてホップ一番搾り生ビール初飲み会 in 遠野（あえりあ） 

 ２月 横浜赤レンガ倉庫 鍋小屋 2020 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠野市記者発表資料 

令和元年 10 月 28 日 

産 業 部 六 次 産 業 室 

資料 Ｎｏ．１

産業部六次産業室（菅原）  

 電話 0198-62-2111 （内線 442） 

担当 







 
遠野市記者発表資料 

 
 

令和２年度遠野市総合計画の取組みについて 
 
 
【発表の要旨】 
  令和２年度の総合計画実施計画策定方針及び歳入歳出予算編成方針を策定しま

した。 

 
【発表の内容】 
１ 基本方針  

 (1) 第２次総合計画前期基本計画の仕上げ＆第２期遠野スタイル創造・発展総合戦略の

スタート 

(2) 東北横断自動車道釜石秋田線全通を生かした観光振興と関係人口の拡大 

(3) ＪＲ遠野駅舎を中心とした「まちなか再生プロジェクト」の推進 

(4) “産業”と“わらすっこ”を成長させ、未来に繋ぐための事業の加速化 

(5) 自律的で持続可能な財政健全化 

 

２ 遠野市総合計画実施計画策定方針  

 (1) 趣旨 第２次遠野市総合計画基本構想及び前期基本計画に基づき、主要施策を効果

的かつ計画的に展開するため、令和２～４年度の３カ年の事業計画を策定 

     ※前期基本計画が令和２年度までであるため、令和３，４年度は後期基本計画

の策定及び財政見通しの参考 

(2) 重点的施策 

ア 総合計画共通優先方針（①産業振興・雇用確保、②少子化対策・子育て支援） 

イ 「遠野（10 の）みらい創造デザイン」 

ウ 第２次遠野市総合計画前期基本計画登載事業 

 (3) 基本的事項 

ア 重点的施策を最優先 

  イ 地域経営会議で決定された事業 

ウ ハード事業 1,000 万円以上、ソフト事業 100 万円以上（義務的経費除く） 

 

３ 歳入歳出予算の編成方針  

 (1) 基本的事項 

  ア 総合計画実施計画の着実な推進 

  イ 事務・事業の見直し検討プロジェクトによる見直しの反映 

  ウ 市民協働による地域づくりの新たなモデル構築 

  エ 積極的なアウトソーシングによる民間活力の導入 

  オ 遠野スタイル総合力推進本部の「健康づくり実施本部」「子育て支援実施本部」「地

域づくり実施本部」による事業見直し 

カ 森林環境譲与税に係る事業の組立て 

キ 各部概算要求資料に基づくバランス重視の調整 

遠 野 市 記 者 発 表 資 料 
令 和 元 年 1 0 月 2 8 日 
総務企画部(政策担当・財政担当) 

資料 Ｎｏ．２

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 



 
遠野市記者発表資料 

 
 (2) 財政健全化の取組み 

ア 実施計画事業の優先度による選択と集中 

イ 枠配分予算要求方式の実施（経常的経費一般財源は対前年度同額） 

ウ 各種団体への補助金・負担金の抑制 

(3) その他 

  ア 「市長と語ろう会」「市政なんでも相談箱」など、市民ニーズ等への対応 

  イ 各特別会計の中期財政計画に基づく繰出金の調整 など 
 
４ スケジュール  
  

説明会の開催  予算要求等  市長査定等 

10/２ 職員説明会 10/３～10/21 予算要求 11/13～11/22 一時調整 

 10/23～11/８ 各課ヒアリ 12/16～12/19 二次調整 

  ング １/14～１/17 市長査定 

 

総務企画部政策担当・財政担当（箱山・田代）

   電話 0198-62-2111 （内線 215・222） 

担当 



 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 
 

高校魅力化市民フォーラムの開催について 
 
 
【発表の要旨】 
  地域と連携し充実した高校魅力化の取り組みの活動の展開を図ることによ

り、地域の人材育成や遠野高校及び遠野緑峰高校の入学者数の確保に資するこ
とを目的に高校魅力化市民フォーラムを開催します。 

 
 
【発表の内容】 
 
１ 日時 令和元年11月23日（土）午後１時00分～午後４時00分 

 

２ 場所 あえりあ遠野交流ホール 
 
３ 主催 遠野市 遠野市教育委員会 高校再編を考える市民会議 
 
４ 日程 
 13:00 13:25  13:40     14:30 14:40     15:20    15:50  16:00 

① 

映像 
開会 

行事 

② 

基調講演 

 

休憩

③ 

パネルディス

カッション 

④ 

高校魅力化 

活動発表 

閉会 

行事 

(決議)

 
５ 内容 
 (1) 映像 「地域には高校が必要」（制作：岩手の高校教育を考える市町村長懇談会） 
 
 (2) 基調講演 
  ◇演 題 
   「地域連携による高校進化 ～遠野市だからこそ実現できる教育とは～」 
  ◇講 師 
   大正大学地域構想研究所 教授 浦 崎 太 郎 氏 
 
 (3) パネルディスカッション 
   テーマ「地域人材の育成にはどんな連携が必要か」 
 
 (4) 高校魅力化活動発表 
  ◇遠野高校 
   新しい遠野物語を創るプロジェクト 
  ◇遠野緑峰高校 
   遠野伝統野菜「琴畑カブ」を守れ！～商品開発から広がる地域連携～ 
 

 

遠野市記 者発表資 料 

令和元年 10 月 28 日 

教育委員会事務局学校教育課 

資料 Ｎｏ．３

教育委員会事務局学校教育課 

(澤村・佐々木)電話 0198-62-4412
担当





 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 

高校生海外派遣交流事業「台湾研修」について 
 

 
【発表の要旨】 
   市内２つの高等学校の生徒を中華民国（台湾）台北市に派遣し、教育交流やビジ

ネス研修を通して、将来の遠野を担うグローバル人材を育成します。 

 
 
【発表の内容】 
１ 台湾研修の概要  
   いわて花巻空港の定期便就航などにより、近年、本県との交流が盛んになっている

台湾に市内２つの高等学校の生徒（以下、「高校生」。）を派遣し、現地高校との教育

交流や、民間事業者と連携したビジネス研修などを通し、将来の遠野を担うグローバ

ル人材を育成する。 

海外派遣プログラムの充実による市内の高校への進学者の増加等、両高校のさらな

る魅力アップを図ります。 

 

(1) 派遣期間 令和２年１月６日（月）～10日（金） ４泊５日 

(2) 派 遣 先 中華民国（台湾）台北市 

(3) 派遣人数 遠野高等学校５名、遠野緑峰高等学校３名、教諭２名、引率職員１名 

(4) 主な内容 

ア 台北市内高等学校等での教育交流 

イ 民間事業者と連携したビジネス研修 

ウ 本市と文化交流協定を締結している国立台湾大学図書館での伊能嘉矩に関する視

察研修 

(5) 主 催 等  

ア 主催 遠野市姉妹都市等交流事業実行委員会 

イ 共催 遠野市、遠野市教育委員会、（一財）遠野市教育文化振興財団 

ウ 後援 遠野高等学校、遠野緑峰高等学校、両校同窓会 

 

 

２ 高校生海外派遣交流事業について  

本市の姉妹都市である米国チャタヌーガ市に、高校生を２年に１度派遣している（中

学生は毎年）。本事業での高校生台湾派遣は初めての試みとなる。 

他事業では、国の地方創生交付金を活用した「遠野のもの・こころ海外経済交流プ

ログラム」の一環で平成29・30年度に高校生を台湾に派遣した実績がある。 
 

 

 

 

遠野市記者発表資料 

令和元年 10 月 28 日 

遠野市民センター生涯学習スポーツ課 

資料 Ｎｏ．４

市民センター生涯学習スポーツ課（長門、菊池）

   電話 0198-62-4413（内線 215） 

担当 



 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 

シンポジウム 重要文化財曲り家千葉家から創る未来 
－世紀の大修理その後を考える－の開催について 

 

【発表の要旨】 

 令和元年 11 月４日（月・振休）に、「シンポジウム 重要文化財曲り家千葉家から創る未

来－世紀の大修理その後を考える-」を開催します。平成 28 年度から国指定重要文化財千

葉家住宅では「世紀の大修理」が行われており、修理工事後のグランドオープンに向けて

具体的な活用の計画を立てていくにあたり、遠野市内外の各分野の有識者を迎えて、千葉

家の可能性を探っていきます。千葉家に関わるシンポジウムは初の開催となります。 

【発表の内容】 

１ 日時・場所 

 令和元年 11 月４日（月・振休）13 時 30 分～16 時 30 分 あえりあ遠野交流ホール 

  ※ 参加無料・申し込み不要 

２ 内容 

（1） 特別講演（60 分） 

「日本の原風景を辿る」上原康樹氏（岩手県議会議員・元 NHK アナウンサー） 

   県民に広く愛されるアナウンサーとして長きにわたって活躍、この度の岩手県議会

議員選挙でトップ当選された「上様」をお迎えし、仕事を通じて千葉家に何度もお越

しになっていたり、趣味のバイクで遠野を含む県内を駆け巡り風景写真を撮影された

りする経験から、千葉家を含む遠野の良さや今後の可能性についてお話いただきます。 

（2） 報告（30 分） 

   「重文千葉家の活用を考える会と活動についての紹介」 

及川傳弘氏（重文千葉家の活用を考える会会長）＋会員のみなさん 

   「重文千葉家の未来構想」 

安宅研太郎氏（重文千葉家の活用を考える会会員・建築家） 

（3） パネルディスカッション（50 分） 

   「曲り家千葉家から未来の文化・観光・地域づくりを考える」 

   コーディネーター 小向孝子氏（一般財団法人遠野市教育文化振興財団） 

   パネリスト    村上玲奈氏（文化庁文化資源活用課文部科学技官） 

            菊池新一氏（NPO 遠野山・里暮らしネットワーク代表） 

            千葉和氏（『パハヤチニカ』編集委員会代表） 

            富川岳氏（遠野文化研究センター運営委員・ローカルプロデュ

ーサー） 

（4） 遠野遺産認定証交付式 

  特別講演の前に遠野遺産認定証交付式をあわせて執り行います。 

 

遠野市記者発表資料 

令和元年 10 月 28 日 

市 民 セ ン タ ー 文 化 課 

お知らせ Ｎｏ．１

遠野市民センター文化課 (黒田) 

   電話 0198-62-2340 （内線 325） 

担当 





 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 

第１０回記念 遠野市郷土芸能大共演会の開催について 
 

【発表の要旨】 

 平成 23 年から開催してきた遠野市郷土芸能共演会が令和元年度に 10 回目となることを

記念し、全国的にも人気の高い岩泉町「中野七頭舞」、昨年の全国総合文化祭最優秀賞を受

賞した花巻農業高校鹿踊部の２団体を招聘、市内から出演する７団体をはじめとする郷土

芸能団体が、交流を通じて遠野市の郷土芸能の発展的保存継承を図ることを目的として、

遠野市民センター大ホールで盛大に開催します。 

 

【発表の内容】 

１ 日時・場所 

 令和元年 11 月 17 日（日）10 時～15 時 遠野市民センター大ホール 

  ※ 観覧無料・申し込み不要 

２ 主催 

 遠野市郷土芸能協議会 

３ 共催 

 遠野市・遠野市教育委員会 

４ 出演（出演予定順） 

 鷹鳥屋甚句踊り（遠野市小友町） 

 大出早池峰神楽（遠野市附馬牛町・遠野市指定無形民俗文化財） 

 駒木鹿子踊り（遠野市松崎町・岩手県指定無形民俗文化財） 

 ゲスト 中野七頭舞（岩泉町） 

 小倉神楽（遠野市附馬牛町） 

 遠野郷南部田植踊り（遠野市綾織町・遠野遺産認定） 

 ゲスト 花巻農業高校鹿踊部（花巻市） 

 上宮守参差踊り（遠野市宮守町） 

 板沢しし踊り（遠野市上郷町・岩手県指定無形民俗文化財） 

５ その他 

 開催にあたっては公益財団法人三菱 UFJ 信託地域文化財団から助成を得ています。 

遠野市記者発表資料 

令和元年 10 月 28 日 

市 民 セ ン タ ー 文 化 課 

お知らせ Ｎｏ．２

遠野市民センター文化課 (黒田) 

   電話 0198-62-2340 （内線 325） 

担当 





 

 

永遠の日本の 

ふるさと 遠野 

 
 

第１６回市民健康講座・いわて地域包括ケア推進セミナー2019 
について 

 
 
【発表の要旨】 
  市民の疾病予防や健康増進を目的に、遠野市医師会と市が協同で毎年、企画

実施している市民健康講座（第 16 回）を開催する。今年度は、いわて地域包括
ケア推進セミナー2019 との合同開催し、遠野市出身の IBC 岩手放送アナウンサ
ー、菊池幸見氏の講演のほか、地域包括ケアシステムの理解推進を目的に、地
域包括ケア活動報告を行う。 

 
 
【発表の内容】 
１ 日時  
   令和元年 11 月 24 日（日）午後１時 15 分～午後３時 30 分 

 

２ 場所  
   あえりあ遠野 交流ホール（遠野市新町１番 10 号 電話 0198-60-1700） 
 
３ 内容  
  (1) 講演 「健康づくり・地域づくり・人づくりで遠野を元気に（仮）」 
    講師 （株）IBC 岩手放送 菊池 幸見氏 
  (2) 地域包括ケア活動紹介 
    「支えあいの心で、みんなにやさしいまち遠野を目指して」 
    ① 地域包括ケアシステムについて 
    ② おらほの活動紹介 
    ③ まとめ 
 
４ 申込み  
   申込不要 
 
５ 参加費  
   無料 
 
６ 主催・共催  
   主催 一般社団法人遠野市医師会、遠野市、公益財団法人いきいき岩手支援 

財団 
   共催 遠野地区花巻社会保険委員会 
 

７ その他  
   健幸ポイント事業の「行きましたポイント」対象 
 

 

遠野市記者発表資料 

令和元年 10 月 28 日 

健康福祉部健康長寿課 

お知らせ Ｎｏ．３

健康福祉部健康長寿課(佐々木あゆ美) 

   電話 0198-68-3185 （内線 32） 

担当 
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